
(注2)全国順位は公表されていないため、記載していません。

(注3)令和元年度の全国値は未公表

奈良県域統合型校務支援ｼｽﾃﾑの導入に伴い､
校務のICT化が進んでいます｡また､教育研究所
が中心となり､ICT活用に関わる教員研修を行っ
ているため､着実に向上しています｡

｢自分にはよいところがあると思う｣と回答する小
学生の割合は79.8%と前年度より2.8ﾎﾟｲﾝﾄ低下
し､全国平均を僅かに下回っています｡

令和2年度の奈良県立大学卒業者の就職率は
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響等もあり､95.2%と
前年度より1.9ﾎﾟｲﾝﾄ下降しました｡

児童生徒1人1台端末の整備に伴い､教員の児
童生徒に対するICT活用指導力が早急に求め
られています｡指導力向上のための教員研修を
進めているため､着実に向上しています｡

Ⅵ 智恵の「都」をつくる

１９．教育の振興

１．現状分析

【担当部局等】
文化・教育・くらし創造部、こども･女性
局、医療政策局、教育委員会

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施している高等学校の割合は､
全国平均を下回る時期もありましたが､平成26
年度以降､全国平均を上回っています｡

97.3 

97.6 98.0 97.6 98.0 

96.0 

97.7 

97.3 

94.5 

96.6 
97.1 

95.2 

93.0

95.0

97.0

99.0

H27 H28 H29 H30 R1 R2
大学等卒業者及び高校卒業者の

就職状況調査(文部科学省)

公立大学法人奈良県立大学調べ

(年度)

(%) 奈良県立大学における就職希望者の就職率
(注2)

77.2 

84.9 

67.5 

(36位)

95.0 

(10位) 95.0 

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

職場体験･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施状況調査

(国立教育政策研究所)

(年度)

(%) ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施している高等学校の割合 (注3)

76.8 

81.2 

75.6 

(38位)

79.8 

(41位)

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

全国学力･学習状況調査(文部科学省)

(年度)

(%) 自分にはよいところがあると思う(小学生)

78.1

86.7

72.4

(47位)

83.1

(45位)

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

学校における教育の情報化の

実態等に関する調査(文部科学省)

(年度)

(%) 教員のICT活用指導力

(教材研究・指導の準備・評価などにICTを活用する能力)

62.8

71.3

54.4

(45位)

62.3

(45位)

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

学校における教育の情報化の

実態等に関する調査(文部科学省)

(年度)

(%) 教員のICT活用指導力

(児童生徒のICT活用を指導する能力)

49.6

58.2

41.2
35.3

31.1

奈良県立大学における

就職希望者の就職率

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施している

高等学校の割合

㉓ 36位→㉚ 10位

自分にはよいところが

あると思う(小学生)

㉔ 38位→① 41位

教員のICT活用指導力

(教材研究･指導の準備･評価など

にICTを活用する能力)

㉓ 47位→① 45位

教員のICT活用指導力

(児童生徒のICT活用を指導

する能力)

㉓ 45位→① 45位

(注1) 全国順位は公表されていないため、記載していません。

偏差値は、全国平均値を５０とした場合の奈良県立大学の比率を記載しています。

(注1)
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(注)ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ･･･物事を総合的に思考するために必要な人文科学・社会科学・自然科学の基礎知識

↘
▲ 1.9
(ﾎﾟｲﾝﾄ)

95.2

基準値

年目
(2015)

H27年度

97.7

(2024)
R6年度

100

目標値

(2020)
R2年度

95.2

実績値
進捗率
（傾向）

基準値を2.5ポイ
ント下回りました

(ﾎﾟｲﾝﾄ)
0.5

↗96.6 97.1

9

(104)
文化･教育･くらし創造部
教育振興課長 小西 倫子
(105)
県立大学 常務理事 辻本 浩司

坊 19.教育の振興

２．各テーマの「目指す姿」達成に向けた進捗状況

CC（チーフコーディネーター）

テーマ
(104) 県立大学の教育の充実
(105) 県立大学附属高校の設立

目指す姿
令和6年度までに奈良県立大学における就職希望者の
就職率を100%にします｡

人

183

5

直近の指標の動き

進
捗
状
況

176

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和2年度の奈良県立大学卒業者の就職率は新
型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響等もあり､95.2%と前年
度より1.9ﾎﾟｲﾝﾄ下降しました｡

指
標

初年次からのｷｬﾘｱ教育の充実や､就活生に対する
きめ細かなｻﾎﾟｰﾄに取り組み､就職率は上昇傾向に
ありましたが､令和2年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の
影響により､多くの業種で採用規模が縮小し､全国的
にも就職率が落ち込んだ結果､奈良県も下降しまし
た｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

奈良県立大学における就職希望者の就職率(%)

↘
(ﾎﾟｲﾝﾄ)
▲ 2.5

科目

主な取組

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科目の履
修者数(人)

教育内容の充実

教育内容の充実
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ科目数
(注)(科目)

-

R2年度

H30

R1年度

3626

-

(2020)

R2

H29年度

(2018)
R1

指標の動き関係する指標

37

- ↗
16

H30年度
↗

192

(2019)

令和2年度には､令和3年度から令和8年度の6年間
を目標期間とする第2期中期目標の策定を行い､｢地
域の経済･社会･行政等の分野で活躍する地域ﾘｰ
ﾀﾞｰをつくる｣ことを今後の長期的な目標とし､新学部
の設置や新設する附属高校との高度な高大接続な
ど具体的な目標を定めました｡

(2020)

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大に伴い､採用面
接のｵﾝﾗｲﾝ実施､合同説明会やｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの中
止など､就職活動の環境が大きく変化したため､面
接指導や個別相談､学内での業界研究会の開催､
｢ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ｣の講義や卒業生とも連携した｢就職
対策講座｣をｵﾝﾗｲﾝで実施するなど､教員とｷｬﾘｱ･
ｻﾎﾟｰﾄ室が連携し､新たな環境に応じた就職支援
を行いました｡

(2019)

32

(2018)(2017)

-
-
-

↗
1

科目

▲ 9
↘
人

↗
6

科目
4

97.3

97.6
98.0

97.6
98.0

96.0

97.7

97.3

94.5

96.6

97.1

95.2

100

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R6

（目標）

奈良県立大学における就職希望者の就職率

大学等卒業者及び高校卒業者の

就職状況調査(文部科学省)

公立大学法人奈良県立大学調べ

(年度)

(%)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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57.164.5

R1年度

(2020)

R2年度
ﾎﾟｲﾝﾄ (2020)

↘ 68.0 ↘ 65.0

▲ 5.7

｢心の教育｣を軸とした｢良き医療人｣を育成するた
め､県補助金を活用し､令和元年度に設置した｢医
師･患者関係学講座｣について､講義で習得した患
者の話を｢聴く｣ちからを実践的な場面で活かすた
め､臨床実習においても本格導入しました｡

56.7

(2019)

指標の動き関係する指標

57.9 ↘
▲ 7.8
ﾎﾟｲﾝﾄ

主な取組

医学科卒業生の県内
就業率(%)

第3期中期目標達
成に向けた取組･
運営に対する支援

(2017) ﾎﾟｲﾝﾄ (2018) ﾎﾟｲﾝﾄ (2019)

R2年度
(2018)

県補助金を活用し､平成28年度に本格導入した､奈
良への愛着､県内の地域医療に対する意識を育むた
めの授業科目｢奈良学｣を継続して実施するとともに､
学生からの授業評価を踏まえ､授業内容を見直しま
した｡

↗

評価委員会による項目別評価が5段階中Ⅳ以上の項目数
(項目)

直近の指標の動き

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和元年度の業務実績に関する評価委員会によ
る項目別評価は､7項目中4項目が5段階中Ⅳ以上
の評価でした｡令和元年度が6年間の第3期中期
目標期間の初年度となるため､当該年度の評価結
果が基準値となります｡

指
標

県と県立医大で､医大の将来像実現推進会議を年3
回開催し､進捗状況の共有や課題の検討･協議を行
うことで､中期目標･中期計画の実現に向けた県立医
大の取組を推進しました｡評価委員会においても､全
体として順調に進んでいると評価されましたが､繰越
欠損金の増加等の課題があったため､7項目中残り
の3項目については､5段階中Ⅲの評価となりました｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

進捗率
（傾向）

(注)評価委員会による項目別評価…地域貢献(教育)(研究)(診療)、教育、
研究、診療、法人運営の7項目を5段階評価

目標値

(2019)
R1年度

4

実績値

4 7

進
捗
状
況

基準値

H29年度 H30年度 R1年度
(2017)

第3期中期目標達
成に向けた取組･
運営に対する支援

看護学科卒業生の県
内就業率(%)

55.6 ↗ 73.7

R1~R6
の6年間(2019)

R1年度

6.6
ﾎﾟｲﾝﾄ

0.4
↗

ﾎﾟｲﾝﾄ

(106)
医療政策局次長
増田 修司

坊 19.教育の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ
(106) 県立医大教育の充実､県立医大教育将来像の深
化

目指す姿
令和6年度まで各年度の評価委員会による項目別評価
について､全項目5段階中Ⅳ以上を目指します｡

18.1 H30年度 ▲ 3.0H29年度

4 

7 7 7 7 7 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

R1 R2

（目標）

R3

（目標）

R4

（目標）

R5

（目標）

R6

（目標）

業務の実績に関する評価結果(公立大学法人奈良県立医科大学)

(年度)

(項目) 評価委員会による項目別評価が5段

階中Ⅳ以上の項目数

(注)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組

ー 118 ー



5

直近の指標の動き

→
0

(件)

79

年目

32.3%

(件)
▲ 4

↘83 79

R6年度

100

目標値

(2020)
R2年度

79

基準値 実績値

(107)
文化･教育･くらし創造部
教育振興課長
小西 倫子

坊 19.教育の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ
(107) 県と大学との連携､県立大学･県立医大と他大学
との連携強化

目指す姿
令和6年度までに大学との連携事業数(県全体)を100件
にします｡

進
捗
状
況

13

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

大学との連携事業数の実績値は､基準値の69件
から10件増加し､進捗率は32.3%となりました｡なお､
直近3年間の状況を見ると､80件前後を維持してい
ます｡

指
標

大学との連携事業数は､平成28年9月16日に近畿大
学との包括的連携に関する協定を締結したこともあ
り､平成29年度に大幅に増加しました｡目標達成に向
け､早稲田大学や近畿大学をはじめとする大学との
連携協定締結や連携に基づく事業の推進を図り､新
規開拓数を維持することにより､毎年80件前後を維
持しています｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

大学との連携事業数(県全体)(件)

↗
(件)
10

進捗率
（傾向）

主な取組

教育分野の連携事業数
(件)

大学との連携推進

(2020)
H29年度

H27年度

69

指標の動き関係する指標

8 →
0

(2017)
R2年度

(2018)

9(2015) (2024)

令和2年度は早稲田大学･近畿大学との連携にお
いて､｢山の辺の道等周辺の農村地域活性化のた
めのPR事業｣や｢希少生物と共存できる里山づくり
事業｣などを実施しました｡今後も奈良県大学連合
学長会への県内外大学との連携事業の紹介など
を通じて､さらなる連携事業の進展を図ります｡

13

(2019)件

令和元年度から始まった中国･清華大学との連携で
は､奈良県と清華大学との包括交流に関する覚書に
基づく交流を進めるため､WEB会議などを活用し､奈
良の歴史文化を活用した文化･芸術分野での交流
等､具体的な交流事業について協議を進めました｡

↗
5
件

3
↗
件

16

H30年度 R1年度

69 
63 

84 83 79 79 

100 

0

20

40

60

80

100

120

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R6

（目標）

大学との連携事業数(県全体)

教育振興課調べ

(年度)

(件)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
による就業支援

75.0%

年目
(2014)

H26年度

80.0

(2024)
R6年度

100

(2019)
R1年度

95.0

15.0
10

5.0

↗90.0 95.0 →
0

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

95.0

(注)令和元年度の全国値は未公表

基準値 目標値実績値

(109)
教育委員会
学校教育課長
山内 祐司

坊 19.教育の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (109) 実学教育の充実､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの推進

目指す姿
令和6年度までにｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施している高等学校
の割合を100%にします｡

進捗率
（傾向）

118

5

直近の指標の動き

進
捗
状
況

212

R1年度H30年度H29年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和元年度のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施している高等学
校の割合は､平成26年度から15ﾎﾟｲﾝﾄ増加し95.0%
となりました｡また､進捗率は75.0%で､目標達成に
向けて順調に進捗しています｡

指
標

県立高等学校での実学教育の一環として県内企業
や連携企業等におけるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを推進してきまし
た｡また､奈良県版ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ(連携企業等と協働し
学校での学習と企業での実習を組み合わせて行う教
育ｼｽﾃﾑ)の実施や､教育研究所内に設置したｷｬﾘｱｻ
ﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの運用等により､高い水準を維持していま
す｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施している高等学校の割合(%)

↗
(ﾎﾟｲﾝﾄ)

※令和2年度の数値がないため、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大に
　よる影響は反映できておりません。

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ先の開拓等を行い､その情報を各高校
に提供することで､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施率の向上を図
りました｡また､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により
実施が難しい状況の中､取組を継続しました｡

268

(2019)

66

(2017)

指標の動き関係する指標

84

220 ↗
56
人

↗

主な取組

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ申込人数
(人)

(2016)

(2020)

県内企業との接点
強化

高校生等就職支援会
議参加企業数(社)

H29年度

R1年度

H30年度

H30年度

79

R1年度

52

(2017)

(2019)

R2年度

H28年度

(2018)

(2018)

↘
▲ 8
人

↗
5
社

▲ 150
↘
人

↗
14
社

13
社

H29年度

79.3
81.8

83.7
84.8 84.9

80.0

(28位)

85.0

90.0 90.0
95.0

(10位)

95.0

100.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R6

（目標）

職業体験･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施状況調査

(国立教育政策研究所)

(年度)

(%)
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施している高等学校の割合(注)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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-
-
-

-
-
-

829
↗
人

-
-
-

-
-

-

-

R1年度
(2020)

-

-

(2019)

R2年度

-

-

-

進捗率
（傾向）

令和元年度に設置した学識経験者や関係団体の
代表等で構成される奈良県就学前教育関係者協
議会において､令和2年度も引き続き就学前教育
の質の向上に向けた協議を行い､施設類型を超え
た研修の一元化や就学前教育の人材育成の方針
の作成等の取組を進めています｡

1,240

(2019)

-

-

指標の動き関係する指標

2

- -
-
-

-

主な取組

｢はばたくなら｣の活用促進
に向けた｢はぐくみ講座｣受
講者数[累計](人)

公立幼稚園､認定こども
園､保育所における奈
良県版就学前教育ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ｢はばたくなら｣の
活用

｢豊かな感性と表
現｣の育成

音感受への意識を育
む講演等実施回数
[累計](回)

-

R1年度

-

-

28.0%

2,069

1

直近の指標の動き

進
捗
状
況

-

R2年度R1年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

｢はばたくなら｣策定2年目で活用率が13.3ﾎﾟｲﾝﾄ増
加して45.8%となり､進捗率は28.0%と順調に活用が
進んでいます｡

指
標

各種の研修等の機会を捉えての周知や､就学前教
育ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等による支援訪問､｢はばたくなら｣の実
践事例集や普及啓発誌｢はばたきの詩｣の作成など､
就学前教育の現場での実践や普及が進むように取
り組んでいます｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

奈良県版就学前教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｢はばたくなら｣活用率(%)

↗
(ﾎﾟｲﾝﾄ)
13.3

5

-

(110)
こども･女性局
奈良っ子はぐくみ課長
栗田 晃治

坊 19.教育の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (110) 就学前教育の充実

目指す姿
令和6年度までに､奈良県版就学前教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｢はば
たくなら｣活用率を80%にすることで､自尊心の向上を図
ります｡

32.5 ↗
13.3

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

45.8

基準値

年目
(2019)
R1年度

32.5

(2024)
R6年度

80.0

目標値

(2020)
R2年度

45.8

実績値

32.5 

45.8 

80.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

R1 R2 R6

（目標）

奈良っ子はぐくみ課調べ

(年度)

(%) 奈良県版就学前教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

｢はばたくなら｣活用率

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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直近の指標の動き

↗
0.4
(件)

9.7

(件)
2.1

↗7.2 9.3

(111)
文化･教育･くらし創造部
教育振興課長
小西 倫子

坊 19.教育の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (111) 私学の振興

目指す姿
令和6年度まで補助を活用した私学の優れた取組事例
の件数を1校当たり7.5件にします｡

H26年度

2.6

(2021~)
R3年度~

7.5

目標値

(2020)
R2年度

9.7

基準値

(2014)

実績値

進
捗
状
況

51

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

第1期奈良県教育振興大綱の取組事例件数は､令
和2年度に基準値2.6件から7.1件増加し9.7件とな
りました｡平成26年度より毎年度増加しており､前
年度において5年早く目標を達成しています｡

指
標

優良事例の紹介や取組内容の事前相談を行い､積
極的に取り組むよう促した結果､いじめ防止対策､感
染症対策や新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症をﾃｰﾏにした教室
の開催等の取組が行われ､目標を達成しました｡
第2期も毎年度7.5件以上の取組件数を目指します｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

1校当たり補助を活用した私学の優れた取組事例件数
(件)

↗
(件)
7.1

進捗率
（傾向）

主な取組

いじめ防止対策等の取
組(件)

私立学校の優れた
取組への支援

(2020)
H29 H30 R1

指標の動き関係する指標

52 ↗
2

(2017)
R2

(2018)

昨今の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の流行を踏まえて､
令和2年度は感染ﾘｽｸの高い項目をとりやめ､感染
症対策や新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関する正しい知
識の指導に係る項目を追加して実施しました｡

53

(2019)件

↘
▲ 1
件

5
↗
件

58

2.6 

7.0 

7.2 

9.3 
9.7 

7.5 7.5 7.5 7.5 

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

教育振興課調べ

(年度)

(件)

第1期

教育振興大綱

対象期間

第2期

教育振興大綱

対象期間

1校当たり補助を活用した

私学の優れた取組事例件数

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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(2017)
R2年度

1.2
(ﾎﾟｲﾝﾄ)

小中学校に導入した1人1台端末を更に活用するた
め､｢奈良県先生応援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｣や｢STEAM教育ｴﾊﾞﾝ
ｼﾞｪﾘｽﾄ育成研修｣の対象人数､研修回数ともに充実
させてきました｡今後も､ICTを活用した分野横断的な
学びを推進することのできる人材育成を行います｡

↗
11
人

322

↗
人 (2020)

H29年度 H30年度 R1年度

14

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

(2018)

進捗率
（傾向）

教職員の校務を電子化し､効率的に処理するた
め､令和元年より導入が始まった奈良県域統合型
校務支援ｼｽﾃﾑの配備率は約6割となり､令和3年
度には8割を超える見込みとなっています｡

156

(2019)

指標の動き関係する指標

33 ↗
112
人

主な取組

STEAM教育ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ
育成研修(2018年度以
前はICT活用教育ｴﾊﾞﾝ
ｼﾞｪﾘｽﾄ研修)の受講人
数(人)

教育情報化を推進
するﾘｰﾀﾞｰの育成

60.8%

進
捗
状
況

基準値

1.6

↗80.3 81.9 ↗

83.1

実績値

478

8

直近の指標の動き

44

R1年度H30年度H29年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和元年度は前年度から1.2ﾎﾟｲﾝﾄ増加して､83.1%
となりました｡進捗率は60.8%で､着実に向上してい
るものの､全国と比較すると依然として低位の状態
が続いています｡

指
標

教育研究所が中心となり､｢奈良県先生応援ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ｣を策定し､各市町村教育委員会と連携しながら､ｵﾝ
ﾗｲﾝを中心とした全教職員対象の教員研修を行って
います｡また､各学校でのICT活用の活性化を目指し､
研修ﾘｰﾀﾞｰとしてSTEAM教育ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ(注)育成の
拡大を図っています｡これらの研修により､着実に向
上しています｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

教員のICT活用指導力
(教材研究･指導の準備･評価などにICTを活用する能力)(%)

↗
(ﾎﾟｲﾝﾄ)
10.7

(注)STEAM教育ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ･･･先進的、先導的な教育を推進している人材との交流や、施設や学校の視察等を行い、Science、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Technology、Engineering、Arts、Mathematicsという領域において、質の高い教育活動を実践・推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる教員

※令和2年度の数値がないため、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大に
　よる影響は反映できておりません。

83.1

(112)
教育委員会
教育研究所 教育情報化推進部長
倉田 嘉人

坊 19.教育の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (112) 教育ICTの推進

目指す姿
令和7年度までに教員のICT活用指導力(教材研究･指
導の準備･評価などにICTを活用する能力)を90.0%にし
ます｡

年目
(2011)

H23年度

72.4

(2025)
R7年度

90.0

目標値

(2019)
R1年度78.1

79.7
80.9

82.1
83.2 84.0 84.8

86.2 86.7

72.4 

(47位)

73.5 74.5 
77.0 

79.8 79.3 80.3 
81.9 

83.1

(45位)

90.0 

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R7

（目標）

学校における教育の情報化の

実態等に関する調査(文部科学省)

(年度)

(%)

教員のICT活用指導力

(教材研究･指導の準備･評価などにICTを活用する能力)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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１９．教育の振興

１９．教育の振興

目
指
す
姿

令和5年度までに高等学校再編を完了し､魅力と活
力ある学校づくりを推進します｡

進
捗
状
況

　「県立高等学校適正化実施計画」に沿って各学校
において教育内容検討チーム会議等を実施し、カリ
キュラムの検討を行っています。令和2年度に国際
高校、令和3年度に奈良商工、高円芸術、商業、奈
良南高校が開校しました。今後、令和4年度に宇陀
高校、令和5年度に国際中学校が開校します。
　また、県立学校施設の長寿命化に向けた対策を行
うため、「奈良県立学校施設長寿命化整備計画」を
令和3年2月に策定しました。

坊
テーマ (108) 県立高校教育の充実

CC（チーフコーディネーター） (108)教育政策推進課長　熊谷　啓子

目
指
す
姿

本県教育の目指す方向性を示す｢第2期奈良県教育
振興大綱｣(令和3年度から令和6年まで)を令和2年
度に策定します｡

進
捗
状
況

令和3年3月に｢第2期奈良県教育振興大綱｣を策定
し､奈良県教育が目指す方向性を､一人ひとりの｢学
ぶ力｣｢生きる力｣をはぐくむ｢本人のための教育｣とし
ました｡

坊
テーマ (113) 第2期奈良県教育振興大綱の策定

CC（チーフコーディネーター） (113)教育振興課長 小西　倫子
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  ＜奈良県の抱えている弱み＞

＜奈良県への向かい風＞

（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関連する向かい風）

g.教員のICT活用をｻﾎﾟｰﾄする人
材の不足
h.教員養成課程におけるICT活用
能力向上に係る教育の遅れ
i.福祉人材の不足

j.ｺﾛﾅ禍による求人倍率の低下

8.県内高校を卒業した生徒の県内進
学率が低い
9.県内企業において優秀な技術系
人材が不足
10.在宅医療を担う訪問看護師が所
属する訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝは小規模事
業所が多く､経営基盤が脆弱
11.高校卒業後に就職した者の卒業
後3年以内の離職率が高い
12.ICT活用研修を実践に結びつける
ための環境整備の遅れ
13.県立学施設の耐震化率は100%を
達成しておらず､また､老朽化が進ん
でいる
14.県外就業率が高い

（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関連する追い風）

f.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の蔓延に
よる休校時にも教育を継続するた
めの､ｵﾝﾗｲﾝ教育に対するﾆｰｽﾞ
の高まり

a.学習指導要領の改訂､ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
化やIT化･技術革新の進展
b.文部科学省｢GIGAｽｸｰﾙ構想の
加速による学びの保証｣の推進
c.医師のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の重要
度の高まり
d.看護師の役割の拡大
e.保育所保育指針における幼児
教育の明確な位置づけ

３．次年度に向けた課題の明確化

≪強みで向かい風を克服する課題≫

【重要課題】実学教育の推進(4,i,j) 
【重要課題】教員のICT活用能力の
向上(6,7,g,h)

･奈良県立大学の理工系学部の設
置(8,9,14,j) 
【重要課題】ｷｬﾘｱ教育の推進
(11,14,j)

【重要課題】第2期奈良県教育振興
大綱の推進(1,a,b) 
【重要課題】奈良県立大学附属高等
学校の設置(2,a,b) 
･｢心の教育｣を軸とした｢良き医療
人｣の育成(3,c) 
【重要課題】就学前教育の質の向上
(5,e)

･看護師の質の向上(10,d) 
【重要課題】教育ICT環境の迅速な
整備(12,a,b,f) 
【重要課題】県立高等学校の教育環
境の整備(13,a)

≪弱みを踏まえ向かい風に備える課題≫

１９．教育の振興

(104) 県立大学の教育の充実
(105) 県立大学附属高校の設立
(106) 県立医大教育の充実､県立
医大教育将来像の深化
(107) 県と大学との連携､県立大
学･県立医大と他大学との連携強
化
(108) 県立高校教育の充実
(109) 実学教育の充実､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
の推進
(110) 就学前教育の充実
(111) 私学の振興
(112) 教育ICTの推進
(113) 第2期奈良県教育振興大綱
の策定

≪強みで追い風を活かす課題≫ ≪弱みを踏まえ追い風を活かす課題≫

内部要因（奈良県内部の状況…ヒト・モノ・カネ等の資源や風土等）

外
部
要
因

（
奈
良
県
外
部
の
状
況
…

社
会
情
勢
の
変
化

、
制
度
改
正

、
県
民
ニ
ー

ズ
等

）

1.第2期奈良県教育振興大綱の策定
2.奈良県立大学における少人数対
話型教育の実践
3.県立医大の教育方針｢良き医療人
の育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実践｣
4.｢質の高い職業人｣育成のための､
連携協定企業と協働した実践的な
教育の円滑な実施
5.就学前教育の推進に関する施設
類型を超えた体制(奈良県就学前教
育ｾﾝﾀｰ等)を整えている
6.小･中学校の1人1台端末の整備に
ついて､県域共同調達により､学校で
の指導及び教員研修の効率化を実
現
7.奈良県域で1つのﾄﾞﾒｲﾝを活用し､
県と市町村が協力･協働する教育の
情報化(環境整備･教員研修)を実現

＜奈良県への追い風＞

＜奈良県の持っている強み＞
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≪強みで追い風を活かす課題≫

≪弱みを踏まえ追い風を活かす課題≫

≪強みで向かい風を克服する課題≫

≪弱みを踏まえ向かい風に備える課題≫

奈良県と市町村が協議会を設立し､統
合型校務支援ｼｽﾃﾑや小･中学校の1
人1台端末の共同調達を実施したこと
により､小･中学校はGIGAｽｸｰﾙ構想
による1人1台端末の整備が進みまし
た｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の蔓延時にもｵﾝﾗｲﾝによる
教育の継続につなげるため､整備された教育ICT
環境を有効的に活用し､県と市町村が協力･協働
してICT環境の更なる整備とﾃﾞｰﾀ活用を力強く進
めます｡

県立高等学校の教育環
境の整備(ﾃｰﾏ(108))

令和2年度より､耐震化未了の県立高
等学校5校の改築工事に着手しまし
た｡(令和4年度完了予定)

新学習指導要領を踏まえ､｢魅力と活力あるこれ
からの高校づくり｣を推進するため､令和3年2月に
策定した｢奈良県立学校施設長寿命化整備計画｣
に基づき､県立学校の長寿命化改修等の施設整
備を推進します｡

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

ｷｬﾘｱ教育の推進(ﾃｰﾏ
(109))

教員のICT活用能力の
向上(ﾃｰﾏ(112))

各学校でのICT活用の活性化を目指
し､ICTを活用した教育を推進する指導
的立場を担う教員(ICT教育ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽ
ﾄ)を育成するための研修を実施しまし
た｡

第2期奈良県教育振興
大綱の推進(ﾃｰﾏ(113))

平成31年2月に､本県の教育課題を踏
まえ､子どもの発達段階やそれに応じ
た関わり方等をまとめ､奈良県版就学
前教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｢はばたくなら｣を作成
し､実践方法に関する研修や支援訪問
の実施､実践事例集や普及啓発誌の
作成などにより､活用を促進してきまし
た｡

令和4年4月の奈良県立大学附属高等
学校の設置に向け､入試制度や学習
課程の検討を進め､学校説明会を実
施するなど､開校準備を進めました｡

令和3年3月に第2期奈良県教育振興
大綱を策定し､奈良県教育が目指す方
向を､一人ひとりの｢学ぶ力｣と｢生きる
力｣をはぐくむ｢本人のための教育｣とし
ました｡

引き続き､奈良県就学前教育ｾﾝﾀｰ等において｢は
ばたくなら｣の活用を促進する取組を実施するとと
もに､就学前教育に関わるすべての人が､子ども
のはぐくみについて共通の意識を持って取り組め
るよう(仮称)奈良っ子はぐくみ基本方針を策定し､
重点取組を推進します｡

中学生やその保護者､教員などに対し学校説明
会や体験会､入試説明会を行い､奈良県立大学附
属高等学校の教育目標や､課題探究型の学びを
中心としたｶﾘｷｭﾗﾑ等を広報し､開校に向けて準
備を進めます｡

大綱に基づき､就学前から学齢期､大学等､社会
人･ｼﾆｱといった各ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞにおける教育を切れ
目なくつなげ､様々な学びの場での教育の振興を
積極的に進めていきます｡

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

４．重要課題等に対するこれまでの評価、取組及びそれらを踏まえた今後の取組方針

実学教育の推進(ﾃｰﾏ
(109))

地域企業等との連携による実学教育
を推進し､最先端機器の活用や技術
者を講師に招聘することにより､実践
的な知識の習得､技能の育成を進め
てきました｡これらにより､勤労観や職
業観の育成を図りました｡

連携協定企業と協働した実践的な教育の推進に
加え､令和3年度に県立榛生昇陽高等学校に介護
福祉科の専攻科を設置し､令和4年度には建築･
土木系の専攻科を県立奈良南高等学校に設置
予定です｡さらなる実学教育の充実を図り､即戦力
のｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄの育成を目指します｡

全ての教室で教員がICTを活用した授業を行うこ
とができるよう､教育研究所が中心となり､より実
践的な研修を増やし､教員のICT活用能力の向上
を図ります｡

平成30年度から令和2年度にかけて､
県内公立高等学校を卒業した就職者
の離職状況調査を実施しました｡また
ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの支援員による､未
内定者への支援を実施しました｡

全国数値より高い離職率や新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症の影響による求人動向の変化に対応するため
に､高等学校におけるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等への参加を重
視し､一人一人の社会的･職業的自立に向け､必
要な基盤となる能力や態度を育てることを通して､
高校生のｷｬﾘｱ形成を促す教育を進めます｡

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

就学前教育の質の向上
(ﾃｰﾏ(110))

奈良県立大学附属高等
学校の設置(ﾃｰﾏ(105))

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

教育ICT環境の迅速な
整備(ﾃｰﾏ(112))
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令和元年の観光入込客数は4,502万人で､前年
比81万人(1.8%)の増加となりましたが､全国平均
と比べ低い状態が続いています｡

平成28年の芸術･文化を行う県民の割合は､平
成18年と比較して2.1ﾎﾟｲﾝﾄ減少していますが､
全国平均を上回っています｡

（注）都道府県により公表時期が異なるため、年により公表されている都道府県数が異なります。H23：43都道県　H24：43都道県
H25：44都道府県　H26：44都道府県　H27：43都道府県　H28：44都道府県　H29：40都道府県　H30：36県　R1:32県　（令和3年7月末時点）

令和元年の国際会議件数は､平成23年と比較
して11件増加していますが､横ばい傾向が続い
ています｡

Ⅵ 智恵の「都」をつくる

２０．文化財の保存・活用、文化財の防災、文化の振興

１．現状分析

【担当部局等】
知事公室、文化・教育・くらし創造部

２１．海外との交流展開

令和2年の1世帯当たりの文化関連支出は､平
成23年と比較して10,637円減少し､全国平均を
下回りました｡

令和2年の1世帯当たり文化施設入場料支出
は､平成23年と比較して406円減少しています
が､全国平均を上回っています｡
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(2016)
H28年度

1,320

(2024)
R6年度

全国3位
を維持

目標値

(2020)
R2年度

1,325

実績値

8

(2017)

(114)
文化･教育･くらし創造部
文化財保存課長
石原 昌伸

坊 20.文化財の保存･活用､文化財の防災､文化の振興

２．各テーマの「目指す姿」達成に向けた進捗状況

CC（チーフコーディネーター）

テーマ (114) 文化財の保存と活用

目指す姿
令和6年度に重要文化財指定件数全国3位を維持しま
す｡

(件)
3

↗1,324 1,327 ↘
▲ 2
(件)

1,325

基準値

年目

全国3位を
維持しました

346

4

直近の指標の動き

進
捗
状
況

336

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和2年度の重要文化財指定件数は､全体の件数
は昨年度より2件減少して1,325件となりましたが､
目標としている全国3位は維持しました｡

指
標

新たに2件指定がありましたが､既に指定されていた
重要文化財について､5件の重要文化財を統合して1
件の国宝に指定されたことにより2件の減少となりま
した｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

重要文化財指定件数(件)

↗
(件)
5

進捗率
（傾向）

国が行う国指定重要文化財の指定に向けた調査･
研究に随行し､国と所有者とのﾊﾟｲﾌﾟ役として積極
的に協力しました｡

(2017)

338

(2019)

76

(2018)

13,119

(2018)

指標の動き関係する指標

(2019)

13,977

(2020)

11,054

95

366 ↗
2

百万円

↗

主な取組

文化財保存事業費補助
金予算(百万円)

文化財の保存修理
の促進

(2020)

なら歴史芸術文化村
での活用に向けた文
化財情報の収集及び
ｺﾝﾃﾝﾂ制作

未指定仏像実態把握
調査件数[累計](件)

H29年度

R2年度

R2年度H30年度

H30年度

R1年度

R1年度
↗
476

85

13,595

R1年度

43

(2017)

(2020)

R2年度

H29年度

H29年度
飛鳥京跡苑池の発
掘調査

発掘調査延べ面積
[累計](㎡)

(2018)

(2019)

重要文化財の指定候補となる県指定文化財につい
て､奈良県文化財保護審議会に諮問し､調査･研究を
行い､答申を得て､令和2年度は新たに7件の指定を
行いました｡

㎡

↘
▲ 30
百万円

↗
10
件

↗
382
㎡

8
↗

百万円

↗
33
件

↗
2,065

9
件

H30年度

㎡

13,057 13,119 13,166 13,232 13,281 
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(3位)
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国宝･重要文化財都道府県別指定件数一覧(文化庁)

(年度)

(件)

目標

全国3位を維持

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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※は数値が低い方が良くなる指標です。

10

直近の指標の動き

↘
3

(位)

5

年目

順位を3位
下げました

(位)
0

→2 2

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

(115)､(116)
文化･教育･くらし創造部
文化財保存課長
石原 昌伸

坊 20.文化財の保存･活用､文化財の防災､文化の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ
(115) 文化財防災対策の構築
(116) 文化振興条例の制定

目指す姿
令和3年度までに芸術･文化を行う県民の割合を全国1
位にします｡

H28年

H18年度

2

(2021)
R3年度

全国1位

5
(2016)

R1年
(2017)

15(2006)

124

H28年度H23年度H18年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

平成18年度は芸術･文化を行う県民の割合が
15.0%でしたが､平成28年度は12.9%と減少し､全国
順位が2位から5位に下がりました｡

指
標

全国的な水準が上がったため順位を5位に下げまし
たが､質の高いｲﾍﾞﾝﾄを実施し､芸術文化への参加･
鑑賞の機会を確保できるよう様々な工夫を行ってい
ることにより､芸術･文化を行う県民の割合は堅調を
維持しています｡

目標値

(2016)
H28年度

5

芸術･文化を行う県民の割合の全国順位※(位)

↘
(位)
3

進捗率
（傾向）

主な取組

※令和2年度の数値がないため、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大に
　よる影響は反映できておりません。

指標の動き関係する指標

進
捗
状
況

基準値 実績値

令和2年8月に｢文化財防犯･防火･防災関係者連
絡会議｣を開催し､文化財所有者､警察､消防等関
係者間で､災害や火災､犯罪から文化財を守る方
法を考える機会を設け､県内の機運醸成に繋げま
した｡また､文化財の防火対策を総合的かつ計画
的に推進するため､｢奈良県文化財防火対策推進
条例｣を令和2年7月に制定し､同年10月から施行
しました｡

129

(2018)千人

県の目指す文化振興について､基本理念を定め､県
の責務や関係者の役割を明らかにするとともに､歴
史文化資源の継承と活用及び文化活動の振興を2つ
の柱とし､文化振興に関する施策の基本的事項を定
める｢奈良県文化振興条例｣を令和3年3月に制定し､
同年4月から施行しました｡

↗
12

千人
▲ 10
↘
千人

119

H29年 H30年

112 ↗｢ﾑｼﾞｰｸﾌｪｽﾄなら｣の
来場者数(千人)

｢ﾑｼﾞｰｸﾌｪｽﾄなら｣
の開催

(2019)

2
(15.0%)

2
(13.0%)

5
(12.9%)

1

1

2

3

4

5

6
H18 H23 H28 R3

（目標）

芸術･文化を行う県民の割合の全国順位※

社会生活基本調査(総務省)

(年度)

(位)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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文化ｸﾗｽﾀｰ事業の一環として､奈良大和四寺巡礼
(長谷寺､室生寺､岡寺､安倍文殊院)と連携し､万葉文
化館等の割引特典の配布等を実施したほか､県立文
化施設の展示解説の多言語化及び日本語表記のﾕ
ﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾌｫﾝﾄへの統一等を実施しました｡

-
-
-

5
↗
件 (2020)

- - R1年度
-

R2年度
-

進捗率
（傾向）

日本博事業の一環として図書情報館や民俗博物
館等の県立文化施設で､奈良ゆかりの歴史文化を
紹介するｲﾍﾞﾝﾄを実施したほか､ｳﾜﾅﾍﾞ古墳の発掘
調査現場の公開など奈良の歴史文化資源の魅力
を発信し､県立文化施設への訪問のきっかけとな
るような取組を実施しました｡

5

(2019)

指標の動き関係する指標

- -
-
-

主な取組

日本博事業でのｲﾍﾞﾝ
ﾄ数(件)

日本博事業への参
画

基準値を874千
人下回りました

進
捗
状
況

基準値

▲ 161

↘1,255 1,094 ↘
▲ 613
(千人)

10

6

直近の指標の動き

-

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和2年度の県立文化施設の来館者数は､基準値
の1,355千人から874千人減少しました｡また､直近
3年間の来館者数は減少傾向であり､令和2年度
は大幅に減少しました｡

指
標

令和2年度は日本博事業として図書情報館で没後
1300年となる藤原不比等をﾃｰﾏに歴史講談や能楽
等のｲﾍﾞﾝﾄを実施しました｡また､文化ｸﾗｽﾀｰ事業とし
て県立文化施設の展示解説の多言語化等を実施し
ました｡しかし､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響や､橿原
考古学研究所附属博物館の設備更新等による休館
等もあり訪問者数は大きく減少しました｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

県立文化施設の来訪者数(千人)

↘
(千人)
▲ 874

10

(千人)

481

(117)
文化･教育･くらし創造部
文化資源活用課長
中川 智巨

坊 20.文化財の保存･活用､文化財の防災､文化の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (117) 文化ｸﾗｽﾀｰ事業･日本博事業への参加

目指す姿
令和6年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905千
人にします｡

年目
(2014)

H26年度

1,355

(2024)
R6年度

1,905

目標値

(2020)
R2年度

481

実績値

1,355 1,302 1,390
1,291 1,255

1,094

481

1,905

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R6

（目標）

県立文化施設の来訪者数

文化資源活用課調べ

(年度)

(千人)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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(2014)
H26年度

1,355

(2024)
R6年度

1,905

目標値

(2020)
R2年度

481

実績値

10

(2017)

(118)
文化･教育･くらし創造部
文化資源活用課長
中川 智巨

坊 20.文化財の保存･活用､文化財の防災､文化の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (118) 記紀万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのこれから

目指す姿
令和6年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905千
人にします｡

(千人)
▲ 161

↘1,255 1,094 ↘
▲ 613
(千人)

481

基準値

年目

基準値を874千
人下回りました

252,399

6

直近の指標の動き

進
捗
状
況

136,849

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和2年度の県立文化施設の来館者数は､基準値
の1,355千人から874千人減少しました｡また､直近
3年間の来館者数は減少傾向であり､令和2年度
は大幅に減少しました｡

指
標

令和2年は記紀･万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ集大成年に当たり､新
型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染状況が落ち着いていた秋頃を中
心にｼﾝﾎﾞﾙｲﾍﾞﾝﾄや連続講演会などのｲﾍﾞﾝﾄを開催し
ました｡しかし､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響や､橿原
考古学研究所附属博物館の設備更新等による休館
等もあり訪問者数は大きく減少しました｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

県立文化施設の来訪者数(千人)

↘
(千人)
▲ 874

進捗率
（傾向）

連続講演会やｼﾝﾎﾞﾙｲﾍﾞﾝﾄなどの集客ｲﾍﾞﾝﾄにつ
いては､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染状況が落ち着いて
いた時期に開催日を変更し､客席の間隔を空ける
など感染対策を講じたうえで開催しました｡また､ｲ
ﾍﾞﾝﾄ参加者以外にも広く内容を伝えられるようｵﾝﾗ
ｲﾝ配信するなどの取組を行いました｡

244,708

(2019)

19

(2018)

指標の動き関係する指標

9

142,444 ↗
107,859

件

↘

主な取組

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢記紀･万葉
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣のｱｸｾｽ数
(件)

記紀･万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
の推進

(2020)

記紀･万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
の推進

補助金を通じた推進
への支援数(件)

H29年

R2年度

H30年

R1年度

16

R1年

20

(2017)

(2020)

R2年

H29年度

(2018)

(2019)

記紀･万葉ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの運営等､情報発信の取組に
おいて､SNSでﾌｫﾛﾜｰ数の多いｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰや漫画家
が制作した来年度の主要ﾃｰﾏとなる聖徳太子のｲﾗｽ
ﾄや漫画をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載するなど､奈良県の歴史
文化資源に対するﾌｧﾝ層拡大のため､若年層のｱｸｾ
ｽ増加を図る取組を実施しました｡

↘
▲ 5,595

件

↘
▲ 7
件

7,691
↗
件

↘
▲ 1
件

▲ 3
件

H30年度

1,355 1,302 1,390
1,291 1,255

1,094

481

1,905

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R6

（目標）

県立文化施設の来訪者数

文化資源活用課調べ

(年度)

(千人)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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※は数値が低い方が良くなる指標です。

10

直近の指標の動き

↘
3

(位)

5

年目

順位を3位
下げました

(位)
0

→2 2

(120)
文化･教育･くらし創造部次長
三原 耕治

坊 20.文化財の保存･活用､文化財の防災､文化の振興 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (120) なら歴史芸術文化村の活用策の検討

目指す姿
令和3年度までに芸術･文化を行う県民の割合を全国1
位にします｡

-

H18年度

2

(2021)
R3年度

全国1位

-
-

R2年度
-

15(2006)

-

H28年度H23年度H18年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

平成18年度は芸術･文化を行う県民の割合が
15.0%でしたが､平成28年度は12.9%と減少し､全国
順位が2位から5位に下がりました｡

指
標

全国的な水準が上がったため順位を5位に下げまし
たが､質の高いｲﾍﾞﾝﾄを実施し､芸術文化への参加･
鑑賞の機会を確保できるよう様々な工夫を行ってい
ることにより､芸術･文化を行う県民の割合は堅調を
維持しています｡

目標値

(2016)
H28年度

5

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

芸術･文化を行う県民の割合の全国順位※(位)

↘
(位)
3

進捗率
（傾向）

主な取組

※令和2年度の数値がないため、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大に
　よる影響は反映できておりません。

指標の動き関係する指標

進
捗
状
況

基準値 実績値

文化財の修復工房､展示室やｱｰﾄｽﾀｼﾞｵ､ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰ
ﾙ等の歴史･芸術文化施設としての機能に加えて､
ﾚｽﾄﾗﾝ､ｼｮｯﾌﾟ､観光案内等､道の駅の機能も有す
る複合施設(4棟)が概ね完成しました｡(令和4年3
月開村予定)

-

--

開村時より､文化財の修復公開･解説や企画展示を
はじめ､芸術を通して豊かな人間性を育む幼児向け
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑといった歴史芸術文化活動の拠点としての
取組が円滑に展開できるよう､外部有識者(構想等検
討委員会､ｺﾐｯｼｮﾝ)等の意見も聞きながら､施設機能･
ｺﾝﾃﾝﾂ･専門人材が一体となった活用方策を検討し
ました｡

-
-
-

-
-
-

9,310

- -

- -Facebook｢なら歴史芸
術文化村｣のｱｸｾｽ数
(件)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの展開

(2020)

2
(15.0%)

2
(13.0%)

5
(12.9%)

1

1

2

3

4

5

6
H18 H23 H28 R3

（目標）

芸術･文化を行う県民の割合の全国順位※

社会生活基本調査(総務省)

(年度)

(位)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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(2019)

令和2年12月に､東ｱｼﾞｱ地方政府会合｢観光分科会｣
をﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ形式により開催しました｡｢新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
と共存する時代の観光振興｣をﾃｰﾏに､会員地方政
府の事例発表や意見交換等を通じて､実務者の行政
能力向上に取り組みました｡

人

↗
2

会員

→
0
件

→
0
人

1
↗
会員

→
0
件

↗
9

0
件

H30年度

人

(2020)

海外開催の推進
海外開催の開催件数
(全体会合及び分科
会)[累計](件)

H29年度

R2年度

R2年度H30年度

H30年度

R1年度

R1年度
↗
11

2

89

R1年度

2

(2017)

(2020)

R2年度

H29年度

H29年度
県内外へのさらな
る情報発信

県内高校生の会合運
営補助への参加人数
[累計](人)

(2018)

進捗率
（傾向）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･西ｼﾞｬﾜ州で開催する第11回東ｱｼﾞｱ地方
政府会合は､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大を
踏まえ､令和4年度に再延期して現地開催すること
となりました｡会員地方政府の交流や相互理解を
さらに深め合える意義のある会合となるよう､西ｼﾞｬ
ﾜ州とｵﾝﾗｲﾝ会議を重ね､準備を進めています｡

(2017)

73

(2019)

2

(2018)

78

(2018)

指標の動き関係する指標

(2019)

89

(2020)

69

2

70 ↗
1

会員

→

主な取組

東ｱｼﾞｱ地方政府会合
の会員地方政府数
[累計](会員)

地方政府等の会員
への加入促進

53.0%

74

5

直近の指標の動き

進
捗
状
況

72

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和2年12月に奈良県で開催した東ｱｼﾞｱ地方政
府会合｢観光分科会｣に国内の27会員地方政府が
参加し､参加地方政府数の累計は481となりまし
た｡基準値である平成27年度の257地方政府から
224増加し､進捗率は53.0%となっています｡

指
標

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大の影響により､海
外との往来が難しい中､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･西ｼﾞｬﾜ州での第11
回会合は延期となりましたが､国内地方政府を対象と
した｢観光分科会｣をｵﾝﾗｲﾝ･ｵﾌﾗｲﾝのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞで工
夫して開催し､27会員地方政府及び特別会員等8機
関が参加しました｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

東ｱｼﾞｱ地方政府会合における参加地方政府数[累計](政
府)

↗
(政府)
224

9

(2017)

(121)
知事公室
国際課長
辻 祥子

坊 21.海外との交流展開 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (121) 東ｱｼﾞｱ地方政府会合の充実発展

目指す姿
令和6年度までに東ｱｼﾞｱ地方政府会合における参加地
方政府数(累計)を680地方政府にします｡

(政府)
48

↗406 454 ↗
27

(政府)

481

基準値

年目
(2015)

H27年度

257

(2024)
R6年度

680

目標値

(2020)
R2年度

481

実績値

257 

316 
357 

406 
454 

481 

680 

200

300

400

500

600

700

800

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R6

（目標）

国際課調べ

(年度)

(政府)
東アジア地方政府会合における

参加地方政府数[累計]

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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(2015)
H27年度

77

(2024)
R6年度

92

目標値

(2020)
R2年度

89

実績値

9

(2017)

(122)
知事公室
国際課長
辻 祥子

坊 21.海外との交流展開 CC（チーフコーディネーター）

テーマ
(122) 既交流団体との交流強化､新たな交流団体との
提携

目指す姿
令和6年度までに国際交流を行う地方政府等の数を92
機関にします｡

(機関)
7

↗81 88 ↗
1

(機関)

89

基準値

年目

80.0%

60

5

直近の指標の動き

進
捗
状
況

45

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

国際交流を行う地方政府等の数は令和元年度か
ら1増え､令和2年度には89機関となりました｡基準
値である平成27年度からは12増加し､進捗率は
80.0%となっています｡

指
標

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大の影響により､海
外との往来が難しい状況下においても､東ｱｼﾞｱ地方
政府会合の充実発展に向けた新規加入の促進など､
新たな交流団体との連携に取り組んだ結果､令和2
年度は中国･貴州省が東ｱｼﾞｱ地方政府会合会員へ
新規加入しました｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

国際交流を行う地方政府等の数(機関)

↗
(機関)

12

進捗率
（傾向）

令和元年8月に包括交流に関する覚書を締結した
中国清華大学とは､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響
により､往来が難しい中ですが､WEB会議などを活
用し､奈良の歴史文化を活用した文化･芸術分野
での交流等､具体的な交流事業について協議を進
めました｡

(2017)

60

(2019)

95

(2018)

34

(2018)

指標の動き関係する指標

(2019)

50

(2020)

17

101

31 ↗
15
人

↗

主な取組

林業分野における技
術講習等への派遣人
数[累計](人)

ｽｲｽの制度を参考
にした新たな森林
環境管理制度の構
築 (2020)

中国･陝西省等友
好提携先との交流

次世代養成事業にお
ける青年派遣人数[累
計](人)

H29年度

R2年度

R2年度H30年度

H30年度

R1年度

R1年度
↗
16

101

50

R1年度

80

(2017)

(2020)

R2年度

H29年度

H29年度
中国･陝西省等友
好提携先との交流

海外との青少年ｽﾎﾟｰ
ﾂ交流人数[累計](人)

(2018)

(2019)

令和3年3月に､ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝの歴史･文化を紹介する
文化交流ｲﾍﾞﾝﾄ｢ﾅｳﾙｰｽﾞ in 奈良｣を開催し､約180名
の方々にご来場いただきました｡
また､BCC(ﾊﾞｽｸｶﾘﾅﾘｰｾﾝﾀｰ)とNAFICとの連携によ
る交流事業の展開について､協議を継続しています｡

人

↗
14
人

→
0
人

→
0
人

0
→

人

↗
15
人

↗
17

6
人

H30年度

人

77
78

79
81

88
89

92

70

75

80

85

90

95

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R6

（目標）

国際交流を行う地方政府等の数

国際課調べ

(年度)

(機関)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組

ー 135 ー



6

直近の指標の動き

↘
▲ 613
(千人)

481

年目

基準値を874千
人下回りました

(千人)
▲ 161

↘1,255 1,094

R6年度

1,905

目標値

(2020)
R2年度

481

基準値 実績値

(123)
文化･教育･くらし創造部
文化資源活用課長
中川 智巨

坊 21.海外との交流展開 CC（チーフコーディネーター）

テーマ (123) 奈良の仏像､文化財の海外展示のこれから

目指す姿
令和6年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905千
人にします｡

進
捗
状
況

44

R2年度R1年度H30年度

指標の動き
（基準値からの動向、直近の動き、進捗率等）

令和2年度の県立文化施設の来館者数は､基準値
の1,355千人から874千人減少しました｡また､直近
3年間の来館者数は減少傾向であり､令和2年度
は大幅に減少しました｡

指
標

平成31年1月から3月にﾌﾗﾝｽ･ｷﾞﾒ東洋美術館､令和
元年10月から11月にｲｷﾞﾘｽ･大英博物館で仏像展を
開催し､令和2年度はその波及効果が見込まれてい
ました｡しかし､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響や､橿原
考古学研究所附属博物館の設備更新等による休館
等もあり訪問者数は大きく減少しました｡

進捗状況とその要因
（進捗状況の背景・要因分析等）

県立文化施設の来訪者数(千人)

↘
(千人)
▲ 874

進捗率
（傾向）

主な取組

外国人宿泊者数(万
人)

奈良の仏像等海外
展示の検討

(2020)
H29年度

H26年度

1,355

指標の動き関係する指標

39 ↗
10

(2017)
R2年度

(2018)

10(2014) (2024)

ｷﾞﾒ東洋美術館､大英博物館の仏像展において､
奈良の魅力を大いに発信し､令和2年度には､ﾊﾟﾈ
ﾙ展示など国内向け成果報告にも取り組みました｡
しかし､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止による海外渡
航制限や国内観光の自粛のため､見込まれたｲﾝ
ﾊﾞｳﾝﾄﾞ効果を得ることができませんでした｡

54

(2019)万人

令和2年度は､来たるｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ回復期を見据え､ｱﾌ
ﾀｰｺﾛﾅにおける海外発信事業の検討を行いました｡
奈良の歴史文化と最も結びつきの強い中国､奈良ゆ
かりの古美術ｺﾚｸｼｮﾝを豊富に蔵する米国での展覧
会開催に向け､準備･調整を進めました｡

↗
5

万人
▲ 49
↘
万人

5

H30年度 R1年度

1,355 1,302 1,390 
1,291 1,255 

1,094 

481 

1,905 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R6

（目標）

県立文化施設の来訪者数

文化資源活用課調べ

(年度)

(千人)

「目指す姿」達成に向けた
「主な取組」に関する指標の動き

「目指す姿」達成に向けた成果・取組
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20．文化財の保存・活用、文化財の防災、文化の振興

目
指
す
姿

令和4年度の国内推薦候補への選定､令和6年度の｢
飛鳥･藤原｣の世界遺産登録を目指します｡

進
捗
状
況

令和3年3月に推薦書(素案)を文化庁へ提出しまし
た｡令和4年の国内推薦候補への選定にむけて､令
和3年度は推薦書(素案)のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟや包括的保存
管理計画の策定など必要な準備を行います｡
さらに､令和2年度に『世界遺産ｼﾞｬｰﾅﾙ』を創刊し､世
界遺産の価値を多くの県民と共有し､｢飛鳥･藤原｣の
世界遺産登録の機運醸成を図っています｡

坊
テーマ (119) 飛鳥･藤原の世界遺産登録

CC（チーフコーディネーター） (119)文化資源活用課長 中川 智巨
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３．次年度に向けた課題の明確化

≪強みで向かい風を克服する課題≫

【重要課題】奈良だからこそできる音
楽祭の開催(1,f,h) 
･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等を活用したｲﾍﾞﾝﾄの新し
い開催方法の検討(1,f,h) 
【重要課題】ｺﾛﾅ禍における国際交
流の推進(5,6,7,i) 
･文化財の保存と活用の基本的な方
向性を明確化し､県内の各種の取組
を進めていく上での共通の基盤とな
る奈良県文化財保存活用大綱の策
定(3,g)

【重要課題】県立文化施設の整備･
改修等(8,10,f)

【重要課題】なら歴史芸術文化村の
活用策の検討(1,2,3,4,b) 
【重要課題】東ｱｼﾞｱ地方政府会合充
実発展､国際交流の強化･拡大
(5,6,7,c,d,e) 
･本県の強みである歴史文化資源活
用分野と芸術文化振興分野に力点
を置いた施策推進(1,2,3,4,a) 
･文化財の防火対策の構築(3,b)

【重要課題】文化芸術団体や個人が
行う発表の場の拡充(9,10,a)

≪弱みを踏まえ向かい風に備える課題≫

≪強みで追い風を活かす課題≫ ≪弱みを踏まえ追い風を活かす課題≫

内部要因（奈良県内部の状況…ヒト・モノ・カネ等の資源や風土等）

外
部
要
因

（
奈
良
県
外
部
の
状
況
…

社
会
情
勢
の
変
化

、
制
度
改
正

、
県
民
ニ
ー

ズ
等

）

1.｢芸術･文化｣を行う県民の割合が
12.9%で､全国で5位であり､文化芸術
活動に関する家計支出額が全国的
に見て高い分野が多い
2.3つの世界遺産をはじめとして文化
遺産が豊富
3.令和3年8月1日現在､国指定重要
文化財の指定件数は全国3位､特に
国宝のうち彫刻は全国140件中奈良
県76件(54%)､同じく建造物は228件
中64件(28%)と全国1位の件数
4.奈良県文化振興条例の策定
5.東ｱｼﾞｱ地方政府会合を契機とした
東ｱｼﾞｱ諸国との深いつながり
6.中国､韓国､中央ｱｼﾞｱ等との古代
からの国際交流
7.中国･陝西省､韓国･忠清南道､ｽｲ
ｽ･ﾍﾞﾙﾝ州､ﾍﾞﾄﾅﾑ･ﾌｰﾄｰ省との友好
提携等

＜奈良県への追い風＞

＜奈良県の持っている強み＞   ＜奈良県の抱えている弱み＞
8.多くの観客を収容できる施設が少
なく､ﾄｯﾌﾟｱｰﾃｨｽﾄの招聘が困難
9.文化活動発表の場が少なく､ｱｰﾃｨ
ｽﾄは県外に活動拠点を求める傾向
10.県立の文化施設が老朽化

＜奈良県への向かい風＞

（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に関連する向かい風）

f.著名なｱｰﾃｨｽﾄや作品は大都市
での公演､展示に集中する傾向
g.過疎化･少子高齢化等の社会状
況の変化を背景に各地域の貴重
な文化財の滅失･散逸等の防止
が緊急の課題

h.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染防
止のためｲﾍﾞﾝﾄ等の開催が制限さ
れる
i.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の世界的
な蔓延による対面での交流機会
の制限

a.｢国民文化祭｣｢全国障害者芸
術･文化祭｣の成果の継承
b.文化財を次世代に確実に継承
する機運醸成
c.第11回東ｱｼﾞｱ地方政府会合の
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･西ｼﾞｬﾜ州開催
d.中国･陝西省､韓国･忠清南道と
の友好提携10周年
e.2022年は日本と中央ｱｼﾞｱとの
外交樹立30周年

２０．文化財の保存・活用、
　　　文化財の防災、
　　　文化の振興
２１．海外との交流展開

(114) 文化財の保存と活用
(115) 文化財防災対策の構築
(116) 文化振興条例の制定
(117) 文化ｸﾗｽﾀｰ事業･日本博事
業への参加
(118) 記紀万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのこれか
ら
(119) 飛鳥・藤原の世界遺産登録
(120) なら歴史芸術文化村の活用
策の検討
(121) 東ｱｼﾞｱ地方政府会合の充実
発展
(122) 既交流団体との交流強化､新
たな交流団体との提携
(123) 奈良の仏像､文化財の海外
展示のこれから

ー 138 ー



≪強みで追い風を活かす課題≫

≪弱みを踏まえ追い風を活かす課題≫

≪強みで向かい風を克服する課題≫

≪弱みを踏まえ向かい風に備える課題≫

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

東ｱｼﾞｱ地方政府会合充
実発展､国際交流の強
化･拡大(ﾃｰﾏ(121,122))

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

文化芸術団体や個人が
行う発表の場の拡充(ﾃｰ
ﾏ(116))

奈良だからこそできる音
楽祭の開催(ﾃｰﾏ(116))

｢ﾑｼﾞｰｸﾌｪｽﾄなら｣では､世界遺産をは
じめとする社寺等と連携した奈良なら
ではのｺﾝｻｰﾄや､幅広い世代が楽しめ
る公演を実施してきましたが､令和2年
度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響によ
り開催中止となりました｡

引き続き奈良ならではのｺﾝｻｰﾄや､幅広い世代が
楽しめる公演の実施により､文化芸術活動の活性
化や誘客を促進するとともに､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを活用し
たｵﾝﾗｲﾝでの動画配信を導入するなど､多様な楽
しみ方を検討します｡

ｺﾛﾅ後を見据えながら､これまでの交流による深
いつながりを活かし､ｵﾝﾗｲﾝも活用しながら､引き
続き交流の推進を図ります｡

文化会館と美術館は､一体整備を行う
予定でしたが､文化財発掘調査の影響
を受けない文化会館について､令和5
年度の着工に向けてﾘﾆｭｰｱﾙ整備の
検討を進めました｡

文化会館･美術館及び周辺地域を文化ｿﾞｰﾝととら
えて､文化的雰囲気が一体的に醸成されるような
地域整備を図るため､文化会館の基本･実施設計
に着手します｡また､美術館のﾘﾆｭｰｱﾙについて
も､文化財発掘調査結果を踏まえて整備の方向
性を検討します｡

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

４．重要課題等に対するこれまでの評価、取組及びそれらを踏まえた今後の取組方針

なら歴史芸術文化村の
活用策の検討(ﾃｰﾏ
(120))

過去10回開催した会合は国内外から
も高く評価され､第11回会合はｲﾝﾄﾞﾈｼ
ｱ･西ｼﾞｬﾜ州での開催が決定するなど､
広がりを見せています｡
また､中国･陝西省､韓国･忠清南道､ｽ
ｲｽ･ﾍﾞﾙﾝ州等の友好提携締結地方政
府だけではなく､海外の大学や団体と
も積極的に連携し､互いが学び合える
有益な交流を実施してきました｡

施設整備の進捗と並行して､開村時か
ら円滑に取組展開ができるよう､外部
有識者など多くの関係者の意見も聴き
ながら､歴史芸術文化活動の拠点とし
ての活用策を精査･検討しました｡

第11回会合(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･西ｼﾞｬﾜ州)に引き続き､今
後も海外での開催を推進します｡国内外への情報
発信に努め､地方政府等の会員への加入を促進
します｡
また､中国･陝西省､韓国･忠清南道との友好提携
締結10周年を契機とした新たな交流の展開に取
り組みます｡ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ･ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ州等との友好
提携締結に向けた協議及び交流事業の展開につ
いて検討を進めます｡

新たに制定された奈良県文化振興条例の理念で
ある､歴史文化資源の継承と活用､文化活動の振
興を両輪とする､なら歴史芸術文化村の価値をよ
り一層高めるため､国内外の歴史･芸術文化関係
者(施設)との交流や､施設運営や取組展開に関す
る関係者との具体的な意見交換等を踏まえなが
ら､活動内容について､精査･検討を深めます｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により文
化芸術活動の発表の場が制限を受け
るなか､ｵﾝﾗｲﾝでの文化芸術活動の発
信に対する補助金事業の実施や､｢奈
良県美術展覧会｣にて展示作品を公
募するなど､文化芸術団体や個人が文
化芸術活動を発表する場の確保に努
めました｡

障害の有無などに関係なく誰もが楽しめることを
目指して｢奈良県大芸術祭｣と｢奈良県障害者大
芸術祭｣を｢奈良県みんなでたのしむ大芸術祭｣に
一本化し､芸術文化活動の発表の場を拡充しま
す｡また､｢奈良県美術展覧会｣の開催や､芸術文
化団体に対する補助事業を引き続き実施し､自発
的･主体的な活動を促進します｡

課題名 これまでの評価、取組 今後の取組方針

県立文化施設の整備･
改修等(ﾃｰﾏ(116))

ｺﾛﾅ禍における国際交
流の推進(ﾃｰﾏ(121,122))

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の世界的な蔓
延により､第11回会合をはじめ､海外へ
の訪問団の現地派遣等については､
延期せざるを得ない状況となりました
が､ｵﾝﾗｲﾝを活用する等､困難な状況
下においても､工夫して国際交流を継
続しました｡

ー 139 ー


